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論文 内容の要旨
【同株】静脈ー静脈バイパス (VVB)による!なtracorporealrnernbrane oxyg'enalion CECMO)を用い
て、肺動脈血の酸素分圧 CPv02)と二二酸化炭業分圧 CPvC02)が肺高向圧時の循環動態に及ぼす影響を実
験的に検討した。
【対象とノj法】雑穐成犬 C141i買)を用いて肺塞栓による肺高血圧モデルを作成し対象とした。モデルの人
T呼吸器の換気条件はrωrnmr、 i 凶j臭気景2Sml!kg とし、膜型肺血液潅流量を~Oml比g/min、膜型肺吹
送ガス/血流比を lとした。 A群の7頭では吹送ガ、スをa-1 : 100%酸素、 a'-2 : 50%酸素:50%窒素、 a-
3 : 100%窒素の!I闘に変化させたのまたB群の 7頭ではb-1 : 100%酸素、 b-2 :平均7.1%て酸化炭素+
半均92.9%般索、 b-3 :平均11.1%て酸化炭素『千-均85.6%酸素の/11貢に変化させた。動脈血pllは重炭酸ナ
トリウムの投与により調節した。
【結果】 A稽では吹道ガスの酸素濃度が減少するにしたがって、 Pv02が有意に低下した。肺血管抵抗
(PVR : dyms's~c ・cm 勺はa- 1の992:!:147からa 2の1164:t197へ角.意に上昇ー したが、 a 3のpvn
は12.1土2，17であり、 a 2と変化を認めなかった白 B群では吹送ガスの一酸化炭素濃度が増加するにしたがっ
て、 PvC02が有意に上昇した。 PVRはb--1の1201+276からb-2の1359:!:277へ省意に上昇した。またb-
3のPVRは1502:!::i77であり、ドvC02とドV此の間に正の相関を認めた。
【結語】肺高而11:時にはPv02の低下および、PvC02のト叫に伴ってPVRは上併するが、高度の低酸素刺激
ではPVH.がプラトーに達すると考えられた。また肺細動脈iJZ滑筋の収縮は可逆的変化であることから、
VVBは肺動脈Jfnに酸素を供給し、て酸化炭素を排除することによって、 PVRの軽減が期待できると考えら
れた。
論文審査の結果の要旨
先天性横隔膜ヘルニアなどの新牛.児電症呼吸不全では、肺Jfrl管抵抗の上昇に伴って肺高血圧が進行し、
右心宝優位のために右左シャントが発生する。この胎児循環再開通 (persislentfetal circulation : PFC) 
が全身の低酸素状態を助長し、患児を死に辛らしめることが知られている。 PFCの治療法として静脈一動
脈バイパスによるexLraωrporeaImernbrane oxygenation (VAB・ECMO)が導入されたが、鎖動脈の結
集や冠動脈への低酸京血の流入などの間越が指摘され、より侵襲の少ない静脈一静脈ノイイパスによるEC:V10
CVVB-ECMO)が臨床応用されるようになった。しかしVVB-ECMOの肺高Ifltに対する作用機序はいま
だ解明されていなL、。本研究では、犬を用いて肺動脈寒衿による肺高巾圧モデルを作成し、 VVB-EC::-'.10
を用いて肺動脈血の殿素分圧と二酸化炭京分陀を任意に変化させることによって、肺血管抵抗(pulmonary
vascular resIsLance pvn)の変化を観察したのその結果、肺動脈血酸素分正の低 Fに伴ってpvnは上
??? ?
昇したが、高度の低酸素刺激ではPVRはプラトーに達することが判明した。また肺動脈血二酸化炭素分圧
の上昇に伴ってpHと関係なくPVRも上昇し、肺動脈血二酸化炭素分庄とPVRには正の相関があることが
あきらかとなった。なおこれらの変化は肺細動脈平滑筋の撃縮によると考えられるが、従来よりこの肇縮
は可逆的変化であることが知られている。
以上の結果から、 VVB-ECMOは肺動脈血の酸素分圧を上昇させ、二酸化炭素分圧を低下させることに
よって、 PVRを軽減する可能性が示唆された。本研究は肺動脈血酸素分圧および三厳化炭素分圧が肺高血
圧におよぼす影響と新生児童症呼吸不全におけるPFCに対するVVB-ECMOの作用機序を解明するうえで
貢献するところが少なくない。よって本研究者は博ー1:(医学)を授与されるに値するものと判定された。
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